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24 - 24
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 0 1 5 13 7 7 2 3 6 9 2 3 3 0
11 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
12 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 2 0 1 0 2 0 1 3 4 0 0 1 0
19 0 1 3 0 0 0 0 3 0 5 5 0 5 3 0
21 * 1 4 10 18 0 1 2 1 5 6 3 2 0 0
26 * 0 4 4 7 2 4 2 1 2 3 2 1 0 0
35 * 0 0 2 6 2 8 3 1 4 5 1 1 0 1
55 0 0 0 9 19 2 2 1 5 5 10 2 0 2 0
72 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
99 * 1 3 2 5 2 4 4 1 4 5 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 17 32 70 15 28 18 13 36 49 10 12 9 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 3 8 2 13 2 2 4 2 10 12 1 2 0 0
10 0 0 1 2 4 0 0 1 2 3 5 0 0 0 1
13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 * 3 11 4 9 0 0 3 11 8 19 2 2 4 0
30 * 4 11 0 2 3 7 1 0 3 3 0 0 0 0
32 0 0 0 4 6 3 4 3 1 5 6 3 2 0 0
33 0 0 0 1 2 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
34 * 0 0 2 6 0 0 4 5 4 9 3 0 0 0
35 * 1 10 1 9 0 2 3 2 5 7 4 5 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
11 41 16 51 8 15 20 23 39 62 14 12 5 1

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 入替戦 勝チーム

88 73

敗チーム

試 合 日 2018.11.11
びわこ成蹊スポーツ大学

戦評
【総括】
昨年度に引き続き、2部リーグの壁を突破するため入れ替え戦に挑む大阪大谷大学と、大混戦の2部リーグ降格争いで辛くも
最終戦で芦屋大学に勝利し、8位となったびわこ成蹊スポーツ大学との、2部リーグ、3部リーグ入れ替え戦。前半、大大谷はオ
フェンスリバウンドに積極的に飛び込み、何度も逆転の兆しを見せるが、#8山口らを中心として、2部でも屈指の攻撃力を持つび
わこが、安定感のある攻めで得点を重ね、何とかリードを保ち続けた。後半もびわこリードは変わらず、大大谷は、#15四方、#1宮
川らを中心に得点力を発揮し健闘したが、88-73でびわこが勝利し、2部残留を決めた。

【第1ピリオド】
　開始早々、びわこが#8山口が先制するが、大大谷も得意の3Pシュートで応戦。びわこも#99林が3Pシュートを決め返すと一気に
びわこが攻勢に打って出るかと思われたが、攻守の入れ替わりが激しい中で、#15四方らがシュートチャンスをものにし、大大谷
が点差を開かせない。大大谷は、#15四方が速攻を決めると、さらに連続得点で逆転に成功。びわこは、タイムアウト後、#21今井
の3Pシュートなどで立て直しに成功し、大大谷は勢いづくびわこに対し打開策が見いだせず、終了間際にはびわこ#19木村が
3Pシュートを沈め、26-16とびわこの10点リードで第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】
大大谷は、#35肥喜里、#15四方が連続3Pシュートで見せ場をつくると、びわこは攻め急いでしまい、思うように点が重ねられな
い。さらにはインサイドでも♯32小倉が粘り強い攻めから決めきり、逆転かと思われたが、びわこも#26中塚らが鋭いドライブインで
得点。僅差の戦いとなる。このピリオド、大大谷はオフェンスリバウンドが冴え渡り、セカンドチャンスを悉くものにするが、びわこも
シュート力の高さを見せる。第2ピリオド終盤、びわこは、#8山口が意地のバスケットカウントを決め、#55久保もゴール下で奮闘す
る。前半は44-35とまたしても終盤にびわこがリードを広げて終了した。

【第3ピリオド】
後半最初の得点はびわこ#21今井のミドルシュート。その後も順調に得点を重ね、13点差となるが、大大谷は#32小倉がゴール
下、#35肥喜里がミドルを決め、更には#1宮川の3Pシュートと、点差を広げさせない。しかし、今年の2部の中でも屈指の得点力を
持つ#8山口らを中心にびわこも得点を重ね、大大谷は追いつくことが出来ない。大大谷は♯30尾花が与えらえた3ショットをしっ
かりと決め、点差を一桁とする。第3ピリオドは68-59と点差が動かないまま、最終ピリオドへ突入。

【第4ピリオド】
なんとしても追いつきたい大大谷。#15四方が3Pシュートを沈めると、一時負傷退場したCAP#35肥喜里も恐れずゴール下へ飛
び込む熱いプレーを見せる。しかし、フィジカルの強さで勝り、スピードの落ちないびわこが点差を着実に保ち続ける。びわこ#21
今井が鋭いカットインで得点すると、この試合3分を残し、12点差。3Pシュートで点差を縮めたい大大谷だが、焦りからターンオー
バーを招き、終盤には大大谷#1宮川が、本日3本目の3Pシュートを決めるが、びわこも、これでラストゲームとなる#8山口が2ショッ
トを沈め、最終的には88-73でびわこが勝利。びわこが2部リーグ残留、大大谷が3部リーグ残留という結果となった。

主審 南　宣匡 副審 正水　剛 戦評 吉岡 菜生(関西学連)

大阪大谷大学開始時間 14:00
会　　場 神戸学院大学 
コ ー ト
試合ＮＯ 810

記録 関西学生バスケットボール連盟

びわこ成蹊スポーツ大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

重成 和喜 0 2
豊田 湧一朗 0 14

MIN

山口 直紀 17 30
木村 敬貴 0 3

Ｆ
REBOUND

TO AS ST BS

中塚 隆仁 10 19
石川 敦裕 6 17

木村 郁斗 3 27
今井 稜 23 30

林 隼輔 9 30
0 - -

久保 雄太郎 20 26
内藤 和樹 0 2

0 - -
Team / Coach: 伊戸 重樹

0 - -
0 - -

大阪大谷大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 88 200
RATE 17.6% 45.7% 53.6%

深澤 翔馬 4 16
藤川 賢人 0 1

ST BS MIN

宮川 智成 15 31

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

尾花 龍斗 15 25
小倉 和大 11 21

吉原 幹人 0 1
四方 誉 17 40

肥喜里 凌 5 29
0 - -

山崎 達弘 2 16
吉村 彬 4 20

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

RATE 26.8% 31.4% 53.3%

Team / Coach: 三木 伸吾 -
合　　　計 73 200


